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　●　体験者から生のお話を伺い、いたたまれない気持ちになりました。10年ほど前、中学生、高校生、戦中旧満州育ちの婦人たちと一緒に、中国での戦争の跡をたずねる旅に参加しました。撫順の戦犯管理所では、戦中の八字髭で鬼のような顔をした将軍が、解放後夫婦で感謝の再訪をした時にはまるで文学者のような顔になっていた写真を見て、報復ではなく、人間再生の場であったことを感じました。長春、ハルビン、北京、南京と廻りましたが、中・高生は初めて事実を知り、憤慨、興奮していました。


　　　（国領町　三宮克己）


　●　戦争のこと、中国でしたこと、知らない人が多いというが知ろうとしないからだ。知らせないようにという政府の方針もある。知ろうとすればいくらでも知れる　－『三光』（光文社）『きけわだつみの声』『悪魔の飽食』そして今日のような集い。


　　　（小島町　前田幹枝）


　●　中２の息子は、直接お話を聞くことができて、戦争のことが今までよりリアルに想像できた、中国での戦犯管理所の話にもびっくりしたと話していました。講演の後握手をしていただいたのですが、「あったかい手だったね」と言って会場を出ました。それから何回か母子でその話をしています。また戦地で死ぬとき、「天皇陛下万歳」と叫んだ人は一人だけだった、ほとんどが自分の大事な人の名前を叫んでいたという小山さんの話を、高校生の兄にしたところ、「やっぱり、そうだったんだ。ずっと疑問だったけど、そうだったんだね」としみじみと言っていました。小山さんは、事実を淡々と話し、そこから平和への思いをまっすぐに伝えてくれました。子どもたちと一緒に平和について語り合えるきっかけをいただいて、ほんとうに感謝しています。


　　　　(国領町　川上美砂)


　●　改竄されていない番組をみたいと思いました。いい番組、優秀な人材がこんな風にメディアから消えてしまうとは、なんて勿体ないことなんだろう。こうして生の声でたくさん語り合うことが大切だと思います。


　　　（富士見町　浅野智子）


　●　今日こ～んな話が聞けてよかった！「気をつけよう」と思って帰ります。子育て真っ最中ですが、自分の価値観を信じていきたいと思いました。坂上さんすごい！これからも若い人の力になってください！ありがとうございました。


　　　　（国領町　二宮陽子）


　●　現場での生々しいお話を伺えてありがたかったです。ご自身の改竄の経験など苦しい立場を踏まえての「戦時下である」という認識を重く受け止めたいと思います。メディア・リテラシー、本当に難しいと感じています。


　　　（若葉町　むらき数子）


　●　メディアの人々がその強大な力を認識していないとしたら、それは大問題だと思います。大本営発表を垂れ流していることの認識がないことを、私たちは認識する必要があります。


　　　　　　　　（無記名）


　●　10年前に「ナヌムの家」絵画展のお手伝いをして以来、「従軍慰安婦」の問題には関心をもっていましたし、「法廷」も傍聴しましたので、番組の「異変」にはすぐ気づきましたが、予備知識のなかった友人は「こんなものか」と思ったそうです。Coveringを見破るには社会的な問題に能動的に関わることが基本では。勿論すべてに関わることは不可能ですが、一つの事から多くが見えてくることもあります。


　　　　　(布田　石川康子)





























